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20周年にあたって 
ー鶴の恩返しー 

 認定 NPO法人多言語社会リソースかながわ 
                       前理事長 鶴田光子 

 

この８月の２０周年記念イベントで私がいただいたテーマは「鶴の一声」でした。そこで 

今回も「鶴」つながりで。「鶴の恩返し」は日本各地でよく知られている民話です・ 

鶴が命を助けてくれた男性の妻となり、自分の羽で美しい織物を織りあげ、それを売った

男性は豊かになるという物語です。 

MIC は本当に人材が豊富です。先日久しぶりに MIC のメンバー４人と鎌倉でお花見ラ

ンチをし、４人の方の魅力や才能人柄、気迫にあらためて打たれました。 

２０年間、さまざまの立場のメンバーそして外部の協力者がそれぞれ自分の特徴ある「羽」

をもちより「医療通訳」という貴重な美しい織物を織りあげたのだと痛感しました。民話は

男性の強欲のため悲劇に終わりますがMICはこれも奇跡に近いのですが、多少の紆余曲

折があっても志をひとつに２０年かかって立派な「織物」を作りました。 

本当に「組織は人」だと痛感し、その一端に加えていただいたことを深く感謝します・ 

話は変わりますが 「医療通訳」がらみで最近感じたことがあります。昨年１２月ちょっと大

きな手術を受けました。結果的には経過もよく、日常生活にも支障はないのですが、それ

でも診断から手術、その後の結果待ちは４０年も病院のソーシャルワーカーとして病院に

慣れているはずの私にも本当に辛い時間でした。その時つくづく思ったのは「そばにいて

くれるひと」「味方になってくれる人」の必要性でした。もちろんＭＩＣをはじめ、とても多く

の方が支えてくださいましたが、病院という、人を無力化する場所でそばにいて味方にな

ってくれる人がほしかったのです。「家族は？」と思われるでしょうが、家族はしばしば自分

の方が動揺してしまったり、患者の思いより自分の思いを通したかったりして助けになら

ないことがあります。 

そう思った時、診察室、それ以前待合室からも一緒にいて、ていねいに患者の言いたいこ

とを聴き取って医師に伝え、患者さんに必要な医師の言葉を正確に返してくれる医療通

訳はどんなにか患者さんの力になっているか、言葉がわからなければ一層では？という

ことでした。２０年医療通訳事業に関わってきて、今その重さを感じました。 

このような「一緒にいてくれる人」「言いたいこと知りたいことを正確に伝えてくれる人」

として言語力と対人援助力を備えた通訳を養成し、育てていく組織を支える人材の確保と

育成、待遇の保障は何周年になろうと必要なことと思います。人材はさまざまの経歴、職

業、国籍で成り立つといいですね。 
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これからは、さらに専門家集団であるとともに、一般市民に知られ、共感、賛同

を得られる方法を模索してゆきたいです（「朝ドラ」に登場するとか？？） 

 

「多文化共生」のワードがメディアにもたびたび登場する今、「医療通訳が多文化共生社

会にいる意味」を２０周年記念イベントにおける田村太郎氏（一般財団法人 ダイバーシテ

イ研究所代表理事）の言葉で締めくくりたいと思います 

「医療通訳の存在は持続可能な地域の未来に直結する」 

 私も今８２歳。できることは本当に少ないし、先も短い？ですが自分の置かれた状況の 

中でささやかな「鶴の恩返し」を続けたいと思います。 

 

あらためて２０周年おめでとうございます！ 

支えて下さった方々への感謝と関わった患者さんの回復を祈りながら。 
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事業年

度 
月 出来事 

2002 4 設立総会 

  7 特定非営利活動法人として認証される 

  8 
「かながわ外国籍県民医療通訳サービス支援モデル事業」開始(5言語、6病院) 

（スペイン語、ポルトガル語、中国語、韓国・朝鮮語、タガログ語）  

  9 外国人のための無料健康相談会への通訳派遣および広報協力開始 

2003 4 

前述「支援モデル事業」を発展させた「医療通訳派遣システム構築事業」開始 

(かながわボランタリー活動推進基金 21 協働事業負担金対象事業) 

(～07年度) 

    

横浜市国際交流協会の助成を受け、横浜市内の医療機関に医療通訳の派遣を開

始 

（～04年度） 

    かながわ一般通訳支援事業を神奈川県国際課から受託 

  10 
「医療通訳派遣システム構築事業」の対応言語が 7 に増える。(英語、タイ語を追

加） 

2004 4 「医療通訳派遣システム構築事業」の協力病院が 16 に増える。 

  7 

 

（財）自治体国際化協会より 

「医療通訳ボランティア研修プログラム説明会」事業を受託 
 

2005 4 
「医療通訳派遣システム構築事業」の対応言語が 10 に増える。 

（ベトナム語、カンボジア語、ラオス語を追加） 

沿革



 

6 

 

    
「医療通訳派遣システム構築事業」の協力病院以外の医療機関に対して、 

医療通訳の派遣を開始 

    

（財）自治体国際化協会より「医療通訳ボランティア研修プログラム説明会」事業

を 

受託し、全国 10か所の地域国際化協会で実施（9月～06 年 3月） 

  10 横浜弁護士会「人権賞」受賞 

2006 1 英語・スペイン語医療通訳公開講座実施 

    中国語医療通訳公開講座実施（本年度のみ。11年度に再開） 

2007 4 
「医療通訳派遣システム構築事業」において、通訳報償金の一部病院負担を導入  

協定医療機関が 17 に増える。 

    
外国籍県民エイズ通訳等派遣事業（感染症通訳派遣事業）を 

神奈川県健康福祉部健康増進課より受託 

2008 4 
かながわボランタリー活動推進基金 21 協働事業負担金助成による 

医療通訳派遣が 3 月に終了し、通訳報酬は病院（一部患者）負担となる。 

2009 4 

 

神奈川県、市町との協働による 

「医療通訳派遣システム事業」開始。 

県、市町、MICかながわが 

医療通訳派遣にかかる間接経費を負担 

  6 
外国籍県民新型インフルエンザ電話相談事業を神奈川県より受託（～10年 3

月） 

2010 4 
横浜市中区保健福祉センターより同センターの乳幼児健診の通訳事業を受託 

（～11 年 3月） 

2011 4 
「医療通訳派遣システム事業」の協定医療機関が 32 に増える。 

同事業において医療機関も間接経費を負担 

2012 4 「医療通訳派遣システム事業」の協定医療機関が 35 に増える。 

  6 
外国籍県民への生活保護制度説明通訳派遣事業を神奈川県生活援護課より受

託 

2013 3 

 

国際交流基金「地球市民賞」受賞 
 

2014 4 「医療通訳派遣システム事業」の協定医療機関が 37 に増える。 

2015 9 在宅医療通訳派遣事業試行 
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  10 第 67 回「保健文化賞「受賞 

2016 4 
多言語支援センターかながわ運営業務をかながわ国際交流財団と共同で 

神奈川県より受託 

  10 

 

FIT チャリティ・ラン 2016支援先団体に指定 
 

2019 11 第 53回「社会 貢献者表彰」受賞 

2020 4 コロナ禍で医療通訳派遣中止（4/13～8/31）、遠隔通訳導入 

2022 8 設立 20周年記念オンラインイベント実施 

2023 3 SDG’ｓ岩佐賞受賞 
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年 回 テーマ 講師 

 

2003 

 

 1 

(1) 協定病院の紹介（特徴・集合場所・注意点）   

(2) 言語別グループディスカッション 

(3) ロールプレイ 

各病院の MSW 

 

 

2004 

1  

  

(1) 必携テキストをもとにした通訳心得 

(2) 出産の基礎知識 

沢田貴志（MIC かながわ理事・医師） 

藤原ゆかり（県立福祉大学教授） 

２ (1) 通訳現場の課題整理 

 

(2) 精神科のン医療通訳 

鶴田光子 

（MIC かながわ理事長・静岡英和大学社会福祉大学教授）  

阿部裕(明治学院大学教授) 

 

 

 

2005 

 

 1 

 

 

(1) 医療通訳の心得の再確認・ガイドラインの復習  

(2) 理想の医療通訳・求められる役割 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

 

押見貴之(産業医) 

2 (1) HIV および感染症について 

(2) 医療通訳の役割再確認  

(3) アスベストと外国人労働者について 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

早川寛（MIC かながわ副理事長、港町診療所事務長） 

 

2006 

 1 

 

 

 

 

 

 

(1) 対人援助業務従事者自身のメンタルヘルス  

(2) ワークショップ 

 

 

(3) 現場での通訳技術のスキルアップ 

『大勢の中で通訳する』  

 

山本房江(臨床心理士) 

ファシリテーター： 

鶴田光子（MIC かながわ理事長、静岡英和学院大学社会

福祉学部教授） 

森田直美 

（MIC かながわ英語医療通訳スタッフ） 

 2 (1) 医療通訳が事故を回避するための戦略 

ヒヤリハット事例の検討    

(2) 目指すべき医療通訳者の姿 

グループ別ブレーンストーミング  

 

(3) 医療通訳の制度に向けて  

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

 

ファシリテーター： 

鶴田光子（MIC かながわ理事長、静岡英和学院大学社会

福祉学部教授） 

西村明夫 

（MIC かながわプログラムアドバイザー） 

 

                                                         

医療通訳スタッフ・コーディネーター現任者研修 テーマ一覧 
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2007 

 

 1 

 

 

 

(1) 免疫について   

(2) 在住外国人医療サービスに関する調査 

 

(3) 医療通訳スタッフ・コーディネーターの 

確定申告について 

蟹沢正好（横浜市立大学医学部名誉教授） 

西村明夫 

（MIC かながわプログラムアドバイザー） 

渡辺恭一（税理士） 

 

 2 (1) 遺伝の話 松田慶子・西川智子 

（県立こども医療センター） 

 

2008 

1  

  

(1) 体のメッセージをお伝え！臨床検査技師です 

 

(2) 待合室での患者対応  

(3) 日本国憲法と外国人の人権  

 

新宮千恵美 

（済生会横浜市南部病院 臨床検査技師） 

岡田澄恵（メディカルソーシャルワーカー）  

森田佐知子 

（MIC かながわプログラムアドバイザー） 

２ (1) 医療通訳の心得 

「あなたは安全運転に自信がありますか？」  

(2) 言語別ロールプレイ 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

 

 

3 (1) 傾聴 

(2) 医療コミュニケーション 

久保田路乃・小林芙美子（横浜いのちの電話）  

堀越由紀子（田園調布大学准教授） 

 

 

 

2009 

 

 1 

 

 

(1) 医療安全管理について 

(2) ヒヤリ・ハット事例の共有 

 

(3) 目で見るコーディネーターの仕事 

毛利一平（労働科学研究所研究副部長） 

ファシリテーター： 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

2 

 

 

 

(1) 新型インフルエンザの基礎知識と医療の流れ 

・HIV について通訳に知っておいてほしいこと 

(2) 外国人にとってなぜ結核治療が重要か  

(3) 保健師の感染症患者のサポートについて 

倉井華子 

（横浜市立市民病院感染症内科医） 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

石田則子（保健師） 

3 (1) 精神障害の基礎知識  

(2) 精神科患者への接し方について 

土屋洋子（港町診療所心療内科医） 

倉林るみい（多文化間精神医学会精神科医）  

 

2010 

 1 

 

 

 

(1) )外国籍住民が使える医療制度 

／生活保護に関わるものを中心に  

(2) 産科医療に関わる諸制度について  

 

嘴本郁 

（NGO神戸外国人救援ネット運営委員） 

坪田由紀子 

（聖マリアンナ医科大学病院 MSW） 

 2 

 

 

(1) 脳疾患について 

 

(2) グループディスカッション 

久手堅司 

（済生会横浜市東部病院神経内科医師） 

 3 (1) 監察医の 40 年  

(2) 感染症と通訳派遣について  

西丸輿一（横浜市立大学医学部名誉教授） 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 
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2011 

1 (1) リハビリテーションについて   

(2) 医療通訳者のメンタルケアについて 

安西淳（済生会神奈川県病院理学療法士） 

岸良範（茨城大学大学院教授） 

 2 (1) こどもの先天性疾患について 

(2) MIC かながわ設立の経緯とこれまでの歩み 

 

(3) 問題となった派遣事例、注意について 

    グループディスカッション 

大浜用克（県立こども医療センター総長） 

高橋元央 

（MIC かながわプログラムアドバイザー） 

 

 

 3 (1) 医療通訳者に通じるホスピス緩和ケアからの 

学び  

児玉智之（めぐみ在宅クリニック医師） 

 

2012 

1  

  

(1) 病院における食事・栄養 

 

(2) 新しい在留制度について 

(3) 災害時の通訳派遣体制について  

  

藤谷朝実 

（済生会横浜市東部病院栄養部副部長） 

金子葉子（行政書士） 

説明：岩元陽子(MIC かながわ副理事長・Co.・英語医療通

訳スタッフ) 

２ (1) 放射線治療について 

 

(2) 言語別ロールプレイ 

佐藤達 

（済生会横浜市東部病院放射線技師） 

 

3 (1) 感染症について 

 

(2) 病院から見た医療通訳について  

倉井華子 

（静岡県立がんセンター感染症内科医師） 

パネリスト： 

手塚順子（川崎市立川崎病院 MSW）、 

鈴木善樹（平塚市民病院 MSW）、 

細谷桃代（済生会横浜市東部病院 MSW） 

 

2013 

 

 

 

 1 

 

 

(1) 予防接種について   

 

(2) バイタルサインと健康 

成田香織、後藤聡志 

（横浜市金沢区福祉保健センター）： 

毛利元彦（花園橋クリニック院長） 

2 (1) 通訳技術を高める技法と訓練ワークショップ 内藤稔（東京外国語大学多言語・ 

多文化教育研究センター特任講師） 

3 (1) 発達障害の基礎知識 

 

(2) 言語別ロールプレイ 

金井剛 

（横浜市中央児童相談所児童精神科医） 

 

2014 

 1 

 

 

 

(1) 糖尿病について  

 

(2) 糖尿病の栄養指導 

 

今井孝俊 

（横浜市立市民病院糖尿病リウマチ内科医） 

太田奈緒美 

（横浜市立市民病院管理栄養士） 

 2 

 

 

(1) 自分自身の通訳技術をふりかえる 

（言語別ロールプレイ） 

ジャネル・モロス（英語、東京医科歯科大学） 

宮首弘子（中国語、杏林大学） 

タレス・ルールデス（スペイン語） 

金永子（韓国・朝鮮語） 

浜田エミリア（ポルトガル語） 

川口ウィヤダー（タイ語） 

明石恒浩（タガログ語） 

寺戸ホア（ベトナム語） 

 3 (1) 医療通訳に知っておいてほしい感染症の知識  吉村幸浩 

（横浜市立市民病院感染症内科副医長） 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 
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2015 

1 (1) 退院時に必要な福祉サービスの基礎知識   

 

 

(2) 医療通訳活動におけるルールの確認 

（グループディスカッション） 

山田裕美子（衣笠病院長瀬ケアセンター浦賀・久里浜第二

地域包括支援センター ケアマネジャー） 

 

 2 (1) 新生児集中治療室（NICU）における命を巡る

話し合い 

豊島勝昭 

（神奈川県立こども医療センター新生児科医長）  

 3 (1) がん診療と Verbal Communication 

～がん診療専門医が考える医療通訳の重要性  

山中康弘 

（横浜市立市民病院腫瘍内科担当部長） 

 

2016 

1  

  

(1) 感染症について 

(2) 医療通訳に知っておいてほしい薬の知 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

入野真規子（港町診療所薬剤師） 

２ (1) 循環器の病気と治療 

 

(2) 看護師の役割について 

西澤健也（川崎市立川崎病院 循環器内科 冠疾患集中治

療室室長） 

平野弘美（県立がんセンター主任看護師 移植コーディネー

ター） 

3 (1) 自分の通訳技術をふり返る ジャネル・モロス（英語）  

永田小絵（中国語）  

今木照美（スペイン語）  

金永子（韓国・朝鮮語）  

奥沢セヴェラ（ポルトガル語）  

川口ウィヤダー（タイ語）  

明石恒浩（タガログ語）  

寺戸ホア（ベトナム語）  

ロジナ（ロシア語） 

 

2017 

 

 

 

 1 

 

 

(1) 協定病院のソーシャルワーカーより 

  ～医療通訳に望むこと～ 

 

(2) 精神科の病気と治療について 

鈴木菜々海（県立こども医療センター） 

川上  （聖マリアンナ医科大学病院） 

川上加奈（川崎市立多摩病院） 

荒井宏（あらいクリニック院長） 

2 (1) 医療通訳のメンタルヘルス 

 

(2) 医療機関ソーシャルワーカーの立場から医療通

訳に望む個人情報保護 

(3) グループディスカッション 

松野航大 

（MIC かながわメンタルアドバイザー） 

緒方文子（県立がんセンターMSW） 

 

言語混在グループ 

3 (1) 感染症について  

(2) 眼科の病気 

沢田貴志（MIC かながわ理事、医師） 

丸山貴大（済生会横浜市東部病院眼科） 

 

2018 

 1 

 

 

 

(1) 発達障害の理解と対応 

 

(2) グループディスカッション 

 

原口光代 

（県立こども生活自立支援センター小児科医） 

言語混在グループ 

 2 

 

(1) 脳血管障害の発生、治療、リハビリテーション

について 

(2) 脳卒中になった人を支える～急性期治療から

リハビリ、在宅介護まで～」 

森俊樹（済生会神奈川県病院医師） 

 

渥美昇平（済生会神奈川県病院 MSW） 

 3 (1) 耳鼻咽喉科領域の解剖と疾患 

(2) 医療通訳を取り巻く現状 

畠山博充（市大センター病院医師） 

松野理事長、岩本理事 
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2019 

1 (1) 血液のがん  

～小児医療現場でのコミュニケーション～   

(2) 活動上のルールの確認 

横須賀とも子 

（県立こども医療センター医師） 

事務局から 

 2 (1) 膠原病について 

(2) 感染症について 

岸本大河（横浜市立大学附属病院医師） 

沢田貴志（港町診療所所長医師） 

 3 (1) 膠原病について② 

(2) 新型コロナウイルス肺炎情報 

岸本大河（横浜市立大学附属病院医師） 

沢田貴志（港町診療所所長医師） 

 

2020 

1  

  

(1) 消化器のしくみと病気 

 

横山康行 

（日本医科大学武蔵小杉病院消化器外科医師）  

２ (1) 新型コロナウイルス肺炎情報 沢田貴志（港町診療所所長医師） 

 

2021 

 

 

 

 1 

 

 

(1) ブースからの現状報告  

(2) 医療通訳スタッフからの体験談 

 

(3) グループに分かれての話し合い 

岩元陽子 

中国語 篠﨑知恵、タイ語 大和田恵子、 

英語 榊原圭美 

13グループ 

2 (1) 皮膚科の話 栗原佑一（平塚市民病院皮膚科医長） 

3 (1) 新型コロナウイルス感染症について 吉村幸浩 

（横浜市立市民病院感染症内科医長） 

 

2022 

 1 

 

(1) 麻酔と麻酔科医 

 

(2) 個人情報について 

近江禎子 

（東京慈恵会医科大学附属第三病院 麻酔科）  

内藤まゆみ（事務局） 

 2 (1) 最近の精神科医療通訳の問題点と課題 阿部裕（四谷ゆいクリニック院長） 

 3 (1) 遠隔通訳について 

 

(2) 心得１０か条の再確認・行動の振り返り 

報告―佐藤敬子（国際課）、 

体験談―岡村容子、清水秋恵、松尾圭子 

グループワーク 

 

2023 

1 (1) 眼科の病気について 

～ぶどう膜炎、糖尿病網膜炎、加齢黄斑変性を

中心に～   

(2) 個人情報について 

 

市邉義章 

（北里大学要因非常勤講師・神奈川歯科大学附属横浜クリ

ニック眼科 科長） 

伊藤綾（国際課） 

※2020 年 7月 4 日に理事期有志でオンラインイベントを開催しました。 

プログラム： １．MIC の現状報告  

２．電話通訳に関する座談会                           

３．新型コロナと医療通訳に関するお話（港町診療所・沢田先生）  

  「現任者研修」ではなく、自由参加のイベントでしたが、多くの方にご参加いただきました。  
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2002 年 4 月 13 日に発足した MIC かながわのニュースレターは、2002 年 7 月から始まり、2023

年 12 月には、98 号を数えました。最初は月に 1 回、年に 4 回、年に 3 回、年に 2 回と発行回数

は減っていきましたが、発行回数が減ってからは、一回のボリュームがかなり大きく、十分読み

応えのあるものです。このニュースレターを読むことで MIC のすべてがわかると言っても過言

ではありません。しかしながら、全部掲載すると 1000 ページを超える大容量。編集し発行され

てきた方々には本当に頭の下がる思いと感謝でいっぱいです。 

 今回は、ほんの一部の掲載となってしまいましたが、それでも、十分、MIC がどう歩んできた

のかというのがしっかり伝わってくるのではないかと思います。 

 割愛させていただいた部分には、最初の頃の MICの様子が手に取るように伝わってくるもの、

また、医療の場によく出てくる言葉や、診察の場面のやり取りのシナリオ、病気の知識など、医

療通訳とはどういうものか確立していなかった時代、どのように通訳スタッフが学習していけ

ばよいかの道しるべとなるようなもの、事務局のメンバー、コーディネーター、通訳スタッフを

はじめ、MIC に関わってきてくださっている方々の紹介など、顔の見える関係を作ろうとしてい

たもの、そして共に手を取っていける他団体のイベントの紹介も数多く掲載されていました。 

 そういった内容が含まれていたのだということも頭に置きつつ、今回、抜粋させていただい

たニュースレターを通して、これまでの MICかながわの歩みをたどっていただけると幸いです。 

 

 

 

 

ニュースレターでたどる 

20年！！ 
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20周年記念イベント 
 

【イベント概要】 

MIC かながわは 2022 年設立 20 周年を迎えた。これを一つの節目ととらえ、これまでの活動の振

り返りとこれからどう進んでいくのかという思いを MIC内部の方々が持てる機会として、また、

外部の方々にこれまでの活動を知ってもらう事を目的とし、継続できたことに対して感謝の気

持ちを込めてオンラインイベントを開催することとなった。 

【開催に至る経緯】 

・2/1 今回のイベントは有志による会員活動という位置づけであり、事務局はサポートのみす

る、という約束で 20 周年記念事業実行委員会が立ち上がった。 

・4 月末ごろ  開催形式、イベント内容、資金等 決定 

プログラム決定 8 月 20 日（土）実施・参加費無料 

【開催当日】 

申し込み者数 260 名 

登録者数  204 名 

 

 

 

【イベントアンケートより】 

みなさまから貴重なご意見をたくさんいただきました。全てを掲載したいところなのですが、 

全てを掲載すると 20 ページを超してしまいます。非常に残念ではあるのですが、一部を掲載さ

せていただきます。 

１．基調講演―田村太郎氏 

・国、自治体、NPO の関係性、目指すところについて考えさせられました。 

・外国人支援という言い方より多文化共生の社会づくりという主旨に大変賛同です。 

・田村さんのお話しはテンポがよく聞きやすかったです。後半部分での「多文化共生を進めてい

たはずが近年、世の中の分断が進んでしまった。このことについて何かをしていかなければな

らない」とのお話が大変印象に残りました。私も考えていきたいと思いました。 

・社会福祉協議会の職員は地域の身近な人たちと近い組織であるが、多文化共生は違う分野の

こととして捉えてきたのではないか、この 20年で改めて地域を見つめ直すことが必要と感じた。 

・国が多岐に渡る施策を、直接、間接的に行なっていることが良くわかりました。しか 

し実施には、私達がこれまでの活動で得た知識や経験を基に声を上げていく必要があるという

ことで、日々の活動をこなすことに精一杯にならず、周りを見回す余裕が必要なのですね。 

・行政からの予算（お金）は必要だが、それだけでは前に進まない。多職種の方の協力 

とそのコーディネートが大切。 

・多文化共生について「対等な関係を築こうとする」ことを大事に施策に働きかけてこ 

られたご尽力に頭が下がりました。また「ロードマップ」について重点課題３で高齢化も視野に

入れたライフステージに応じた支援、切れ目のない支援の大切さがうたわれていることについ

ては、今自身がかかわっていることとも通じ、もっと関係者とも共有していかなければならな

いと感じました。 

・現在の問題は、多文化共生の担い手不足、この 20 年間で人材が枯渇しているというのは、現

場にいて痛感します。折角、多文化共生の推進指針ができて、行政も動き始めたところなので、

より一層の人材育成が課題だと感じました。 
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・私たちソーシャルワーカーは、学生時代から「支援」という言葉を普通に使っていま 

す。どのようなことが「支援」と呼べるのか、多文化共生という視点での外国籍、多 

文化の方たちとのかかわりの中で、今一度振り返る必要があると感じました。 

・日本社会の事情によって、実態は労働し、日本を支えてくれている外国人の方々の本来保証さ

れるべき安心安全な生活が、長い間、言葉や文化からくる不安の中に置かれ 

たことが、時系列的によくわかりました。引き続き自分のできることを通して、一緒 

に生活する仲間である外国人住民の不安解消のお役に立ちたいと思いました。 

・"国や自治体の多文化共生の在り方について”の変遷を示していただき、ありがとうございま

す。わかりやすく、また田村さんの強い意志も感じられて興味深く拝聴しました。最近は SDGs

も広く知られるようになりました。小学校などでも SDGs の視点で講義を展開することを求めら

れていますので、田村さんの最後のご意見においても SDGs の柱との関連を示していただくとあ

りがたいです。   

                              
 

２．座談会―声が聞き取りにくいという残念な面もたくさんのお声をいただきました。 

 

・これまでのＭＩＣ設立に至る経緯、苦労などが異なる立場の方から語られ、大変参考になっ

た。今後も医療通訳界をけん引していってほしい。 

・行政、医師会、様々な方面における理解があって成立していった経緯を考えると 

自分の地域でそのような認識をもってもらうには今後どうして行ったらいいのか？ 

・対面、遠隔の使い分けが重要になってくること。報酬の問題と共に今後の課題である。 

・通訳に入る前に医療者から通訳へのブリーフィングを行っている、との話に感銘をうけた。 

・医療通訳者は神奈川県の共有財産であるというマクロ的な視野を持ちたい。またそれに関連

して患者の自立ということも考えてくことが必要。 

・医療通訳講座を通じて受講生がリーダーとなり団体が立ち上がった。これからＭＩＣを参考

に進んでいきたい。 

・高齢者の問題（ボランティアや地域の活動の担い手）など医療通訳の問題と重なるところもあ

るので協同できたらいい。 

・医療通訳者は言語の支援だけでなく、治療後に日本でどう生活していくか、その後の生活に影

響するために、医療者と患者さんをつなぐコーディネートの役割が期待されていること、また、

医療者との協働が重要であること。そのような認識をもった医療者を増やしていくためにはど

のような方法が有効なのかを知りたいと思いました。 

・行政からの視点がとても参考になった。かながわの成功は、行政担当者に西 

村さんのような人がいたからだと思った。3000 円からのスタートについて、今となってはたし

かにそうですが、当時は 3000 円でも出すことはとても大変だったと思います。20 年の重みを感

じるご発言でした。キャッチフレーズの「言葉で支える命と暮らし」は、福祉職の人もメンバー

にいるからこその「深み」だと思います。 

・医療通訳が神奈川県にとって大事な資源である、とのご発言が大変印象に残った。 

・時代背景と MIC かながわの深い歴史を感じました。通訳はことばと文化的背景のセットであ

ること、改めて感じました。 

・MIC かながわの誕生から現在の課題までそれぞれ活躍されている方々の異なる視点が伺えた

のは貴重であった。 
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・通訳さんの話が参考になった。医師の方との良好な関係がわかった。 

 

・各立場での皆さんのお話を聞きながら、初期の立ち上げの頃は、本当に「医療通訳利用者」と

しての目線だったと思い返しました。職場や理事としての経験を積み重ねる中で、機関のソー

シャルワーカーが患者さんや家族の受診を支えていくことの大切さを感じ、医療通訳の存在の

大きさに感謝するばかりです。当院でも外国籍の患者さんが来てもあわてず、職員はできるだ

けのことをしようと考えてくれる人が増えました。 

・MIC 発足当初の難しい状況について、印象深く聞きました。皆が携帯を持ち、病気についての

情報を入手しやすくなった今とは比べられないような苦労があったのだと思います。病院と MIC,

行政との連携が大切だということを再確認するお話でした。貴重なリソースである通訳を神奈

川県内の必要なところにちゃんと回す工夫を今後とも MIC と病院と共に見つけていけたらと思

いました。 

・かながわ会議から外国籍の方々の声を吸い上げ、初期理事長の北村さんの働きかけがあり、県

側では医師会の承認を得たり、予算を確保したり、他にも様々な方が尽力なさったおかげで今

の MIC があるのだと知り、感慨深かったです。医師のお話では、MIC の通訳が微妙なところを通

訳し、一緒に伴走してくれているという認識をしてくださっているとのことでうれしかったで

す。ただ通訳するのではなく、意味を理解するというところは自分にもっと必要なことだと思

いました。 

・この活動に関わる多様な人材、立場、角度からの視点で、意見が交わされていることがとても

参考になりました。 

・当初、病院に容易に行けない方は自国から薬を送って対処していたということに驚いた。断片

的には聞いていましたが、改めて立ち上げの頃のお話をこれだけ詳しくお伺いできて、とても

感銘を受けました。そういえば 20 年前は携帯もあまり普及しておらず、コーディネートの大変

さも想像を絶します！ 

・北村さんは地元の日本語教室や国際交流ラウンジ立ち上げで散々お世話になった方なので、

久しぶりにお名前を聞いて懐かしく思うとともに、やはりすごい方だったのだなと改めて思い

ました。 

・これだけのメンバーが一堂に会することが素晴らしいと思いました。せっかくの機会だった

ので、パネルディスカッションのようにもう少しお互いが絡み合うライブ感があれば、より楽

しかったと思います。 
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４．「鶴の一声」―鶴田光子前理事長 

・お元気な姿を拝見できて本当に嬉しく、思わず画面に近づいてしまった。 

・さすが元理事長、鶴の声が誰の声なのか、いつも的を得た発言で本当に患者さん、外国籍の方

のことを考えていらっしゃる姿に感銘を受けた。 

・原点を思い出させて頂いている。 

・また 30 周年でもお会いしたい、元気を頂いた。 

・大変よかったです。クスっとできる笑いも取られながらさすがの一言です。またお聞きしたい

です。 

・鶴田前理事長の想いと外国人患者の声を聞くことの大切さを痛感しました。タイトルも上手

に内容を表していますね。 

・鶴の逸話の導入とその意味など、そしてその鶴というのは誰の声なのかが良かったです。 

・「人が人である事の尊厳を守る」活動が MIC かながわの活動であるの御言葉にいつも胸を打た

れる。今回もそのお言葉が聞け、懐かしい姿が見られて嬉しくて涙目になった。 

・鶴田さんのお言葉は、いつ聞いても心を動かされます。在住外国人のみなさんの生活 

のために、これからも微力ながら努力を続けていきたいです。 

 

５．全体の印象 

・長時間という印象をはじめは持ちましたが、あっという間でした。プログラムを工夫されてお

り、クイズや一声や飽きさせない工夫が散りばめられており大変有意義でした。 

・20 周年にふさわしい内容でした。おめでとうございます。 

・各方面からの登壇者、発表者で飽きさせない構成になっていた。 

・MIC のこれまでの歴史がよくわかり、自分たちに共通する課題もあった。 

・基調講演と座談会の連動性が見えにくかった。 

・実行委員会の尽力が伝わってきた。 

・20 周年を振り返り、命と暮らしを守る、というメッセージをしっかりと受け止めた。 

・神奈川県の関係者の方々が力を合わせて長年取り組まれていると言うことがよくわかりまし

た。 

・多方面から発表者がご参加下さり、それぞれのご意見にこれまで知らなかった気付きがあり、

また行政に対する率直なご発言や建設的なご批判も伺い、普段の皆様のコミュニケーションの

とり方が伺われてよかった。 

・MIC かながわにかかわってきた人たちのお話を聞くことができて勉強になりました。 

この２０年間を振り返りつつ、これからも１歩１歩時代に合った形で共生社会を実現させてい
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くという意思を感じました。 

 

６．ご意見、質問 

・音声に難があったもののウエビナ―での開催は地方から参加できるので大変よかった。 

・このような企画はまた是非やってほしい。それぞれの発言者の話をもっと聞きたいし、 

 研修会なども開催してほしい。 

・後継者の育成、職業としての確立など、大きな課題が山積しているが、これまでと同様先駆者

として道を切り開いて行ってほしい。 

・MIC に様々な立場で関わっておられる方々のお話を伺うことができ、大変勉強になりました。

何度か通訳報酬に関するお話が出ましたが、通訳スタッフの充実を図るには、報酬引き上げは

重要な視点だと考えております。 

・参加した意義が感じられました。折りにつけ思い出すことと思います。 

・「多文化共生」について，ぼんやりと理解している程度でしたので、その背景や歴史，新しく

加えた/加えるべき施策，現在の問題点などを興味深く拝聴しました。 

・座談会では，立ち上げから 20 年を迎えるまでの様々なご奔走やご苦労を頭の下がる思いで拝

聴し，初心忘れるべからず，と心に刻みました。 

・沢田先生のコロナクイズでは，なぜ地道に感染対策をしている日本が感染者数世界一なのか，

とフラストレーションを抱えていましたので、謎が解けてすっきりとしました。 

・今までの 20 年の歴史の中で、たくさんの苦労や想いなどがあった上で、MIC が強固な地盤を

築いてここまで続いてきた事を感じました。医療通訳や外国人共生の問題を真摯に受け止め、

たくさんの人とのつながり、たくさんの人の知恵や経験を集めての今日。座談会では、それを強

く感じました。 

・20 周年、おめでとうございます。ただ一言、20 周年続けてきた、進んできた、のひとことで

はとうてい表現できないほどのことがあったと思います。MIC の活動に関わって来られてきた方

たちの多様な人材、力、思い、必要性、続けること、これからのこと、色々と考えながらずっと

拝聴させていただきました。これまでを振り返りつつ、これからのことについて皆と考え、思い

を重ねる貴重な会であったと思います。機会をいただきありがとうございました。 

・初代理事長の北村さんが多言語社会リソースかながわと名付けたように、MIC かながわは医療

通訳だけをしているわけではないが、今回は医療通訳に特化した内容だった。20 周年を振り返

るということであれば、その分野も視野に入れてほしかった。                   

・私はＭＩＣかながわという団体を応援しています。広島に住んでいますが、広島県でもＭＩＣ

かながわのような団体を作りたいと本当に思っています。２０年の軌跡を知ることができ、大

変有意義で勉強になりました。 

・私が住んでいる地域でのイベントに MIC かながわの方が講演にいらしていただいたり、SW の

協会でお話いただいたことを通して、遠方ではありますが、ときどきつながらせていただいて

いる気持ちでおります。自分ができることをもう少し考えてみたいと思いました。 

・まだ多文化共生が世間に周知される前から、このような活動を続けてこられた MIC かながわ

に、改めて敬意を感じるイベントでした。最近はビジネス的な電話医療通訳などがメディアに

多く露出していますが、だからこそ、MIC かながわならではの対面でのボランティア通訳も必要

とされていると思います。文化を繋ぐコミュニティ通訳としてのあり方、その重要性をもっと

世の中に知ってもらうことが出来たら、と願います。 

 

7．今後の MIC かながわに期待すること  

・医療通訳のパイオニアとして多くを学ばせていただいております。今後も引き続きよろしく

お願いします。 

・様々なツールの使用が広がっているが、研修で具体的場面を想定してそのあり方をしめして

ほしい。病院がきめることではあるがもう少し明確に定義されることを望む。 
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・大変ためになる研修が多いので、今後ともぜひいろいろな研修を計画していただきたいと思

います。これからも，医療者，患者さん，その他の外国籍の方から，ＭＩＣかながわに頼めば安

心…と常に頼られる存在で居続けていただきたいと思っております。 

・他地域が参考に出来るような発信を含め 啓発活動をおこなってほしい。 

・通訳の活動状況や必要なスキルなどを発信し、ＭＩＣならではの強みを教えてほしい。 

・まだまだ医療通訳を知らない人が多い中、広報に工夫が必要。 

・ネイティブさん向けの医療通訳講座を開催する力が今の MIC にあるのでは。 

・通訳がいてよかった例を具体的に示せないか。 

・続けてこのようなセミナーなどを開催してほしい。 

・フリートークのような座談会を。 

・同行の重要性、報酬の改善など、行政や医療機関に働きかけてほしい。 

・外国つながりの子どもと保護者の関係がうまく築けていない例を多く見ます。MIC の 

趣旨からは外れるかもしれませんが、今後、ペアレンティングに関する研修会など、 

ご検討いただければありがたく存じます。    

・ボランティア通訳の様々な問題点を改善できる体制構築に期待する。 

・今後も新たな主体と出会い、引き続き様々な主体との協働を進めて行かれることを期待して

いる。 
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寄 せ 書 き        
                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIC かながわ設立 20 周年、おめでと

うございます。 

 私の参加の契機は２０１０年にス

タッフの方が職場に訪ねてこられ、

参加を勧めて下さったことでした。 

当時、家庭と仕事と子育てに明け暮

れ、ボランティア活動加を躊躇して

いた私の背中を押してくださった

ことに今でも感謝しています。私自

身は MICかながわの方々にその熱意

で拾い上げていただいた人的資源

の一人であると思っています。 

MIC かながわ皆様の今後ますますの

ご活躍をお祈りいたします。 

                     

ラオス語通訳  A.T 

医療通訳は私の大切な生きがいの

一つです。 

その活動ができるのは MIC のおかげ。

とても感謝しています。 

MIC に関わり支えて下さる方々、共に

活動する仲間、出会った医療従事者、

患者さん、皆様から多くの事を学びま

した。 

20 年を超え、今後も何があるかわか

りませんが、行ける所まで頑張りたい

です。 

スペイン語通訳 

                            

スペイン語通訳                        

皆さま ご存じでしたか？MIC のメンバーが多才なことを！ 

活動の本業以外に先日の研修でも お分かりのように演技派の役者さん

がいらっしゃいます。その他にも手芸に秀でてる方、楽しくなるゲーム

の企画や実行、懇親会で並ぶお料理の品々、学問の追求に励んだりとま

だまだありそうです。 

そんな一人一人の素晴らしい力が結集して MIC が続いています。 

皆さんからのサポートや刺激を頂いてこれからもメンバーの一員と

してお役に立てるよう頑張ります♪  

                   タイ語通訳  M.O 

20 周年おめでとうございます！ 

MIC の医療通訳を始めて 18 年、長い間 MIC の活動に携わることができてとても嬉しく思っていま 

す。始めたばかりの頃、不妊治療をしていた患者さんの妊娠がわかり、ご夫妻と共に喜んだことを

今でも覚えています。近年、遠隔通訳や通訳アプリなどの AI の発展が目まぐるしいですが、私た

ちが側にいることで患者さんの不安な気持ちが和らいだり、患者さんが医師の説明を理解できてい

ないのではないかと察知して確認するなど、対面通訳だからこそできる患者さんへのサポートがあ

ると考えています。患者さんがいつどの医療機関に行っても安心し納得して医療を受けられるよ

う、MIC の医療通訳事業がさらに発展し、多くの地域で周知、普及されることを願っています。 

                                                               英語通訳 谷本陽子 
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設立 20 周年おめでとうございます。 

 長年のサラリーマン生活のあと今後をどのように生きるかとの思いの中、出会っ

たのが MIC でした。その中でこうした活動は、対象相手だけではなく自分の為でも

あることにも気づかされ、今では生活の一部として今後とも微力ながら活動継続で

きればと思っています。 

MIC との出会いに感謝です。 

                     ポルトガル語通訳 

MIC かながわ 20 周年、誠におめでとうございます。 

助けを必要としている外国人のために MIC かながわが提供する継続的なサポート

に感謝します。 

今後とも MIC かながわの益々のご発展をお祈り申し上げます。  

応援しています。 

Buong pusong pagbati sa Proyekto ng ika-20 anibersaryo ng Mic Kanagawa. 

Maraming salamat sa Diyos sa patuloy na suportang idinudulot ng MIC Kanagawa 

para sa mga dayuhang nangangailangan ng tulong. 

Patuloy na panalangin sa kinabukasang  

kaganapan ng MIC Kanagawa. Mabuhay. 

                            タガログ語通訳 Geraldine 

MIC の活動では、嬉しい瞬間から辛

い場面まで、さまざまな通訳を経験

しました。中でも、久しぶりに母国

語で話すことができたと言って喜

び、かなり厳しい内容だったのにも

かかわらず、ずっと笑顔で通訳に耳

を傾けていた患者さんのことを忘

れることができません。 

 ロシア語通訳 

                        

 

MIC には、昔頂いた留学用

奨学金に対する恩送り（pay 

it forward）の機会、フラン

ス語を通して様々な文化に

触れる機会を与えて頂き、感

謝しております。 

微力ながらも多文化共生を

念頭に置き、毎回しっかり準

備して活動したいと思いま

す。 

                     

フランス語通訳 M.S 

 

ネパール語医療通訳が、MIC かながわの歴史に時を刻み始めたのは、わずか 4 年半前から

のことです。多くの国の中から”日本”を、そしてここ”神奈川”を選んでくれたネパー

ルの人たちのためにも、引き続き微力ながらお手伝いができればと思っています。 

 

कानागावामा बसोबास गने नेपालीहरूलाई हामी सहयोग गनन जारी राख्नेछ ौं । 

〈神奈川で生活をしているネパールの人たちのために、私たちは、これからも手助けをし

ます。〉                   ネパール語通訳 かねだ えいこ 
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この度、MIC かながわ設立 20 周年記念誌をこのような形で発行することが出来ました。発行にあ

たり、ご協力くださったすべての方々に心より感謝申し上げます。過去を振り返り、まとめることで、

これからも時代の荒波を超えて進んで行くであろう MIC かながわの力の源になることを願ってい

ます。 

 

 

 

                              

 

 

 

MIC かながわの活動は、私にとっては「自己実現」そのも

のです。自分のためにこそ続けてきた活動が、結果的に人

にお役に立っている、という構造。この活動が昨年の 20

週年記念事業と今回の記念誌発行という形で結実し、嬉し

さと感謝の気持ちでいっぱいです 

今後もずっと続けていければなあ、と心から願っています。          

矢島行子 

 

 

昨年の 20周年オンラインイベントから引き 

続き記念誌に携わり、足掛け２年で MICの 

20年間を振り返りました。さながら大河ドラ

マを 1つ観終えたような達成感と共に、MIC

かながわを作り育ててきた方々への敬意で

胸がいっぱいです。          草間久美 

 

 

MICかながわ 20周年、20年間の総括をして 

この先に進んでいけるようなイベントがしたい！と 

強い思いを持ち、皆さんの協力を得て何とか実現 

できました。記念誌はやるぞ！というのではなく、 

「う～ん、やっぱり何かを残さねばいけないんだよ 

なあ」とちまちまと取り組ませていただきました。 

これまた、皆さんのおかげでなんとか日の目をみる

ことができました。本当にありがとうございまし

た。                        岩本弥生 
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